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第５３期第７回常任幹事会 報告 

日時：2023年11月30日(木)13：30～15：10      会場：東京労働会館5階地評会議室 

出欠：吉田、稲葉、加藤(年)、塩野、井澤、阿久津(地評)、山根、相川、秋元、市橋、小形、 

岡本、阿久津(都生連)、加藤(教)、木﨑、工藤、國米、佐久間、田村、築館、中山、 

細見、前沢、森松、吉野、小川、窪田 

オブ：坂本、高橋               13/27 （・会場、□リモート、 欠席） 

議長：小川 

 

会長挨拶 

 国会要請行動のため欠席 

 

加盟団体の活動交流 

１）東京都教職員組合 

 

＊これで都段階の幹事団体すべての交流が終了する予定でしたが、欠席とのことで次回に

お願いしました。団体交流については、次回で終了して次のステップを検討したいと思

います。 

 

Ⅰ、報告 

０、常任幹事交代について 

 都生連の任務変更により、加藤勝治さんが阿久津豊さん（東京都生活と健康を守る会

連合会事務局長）に交代となりました。 

 

１、活動報告 

10月27日(金)09：30～ 都民生活要求大運動実行委員会 対都要請行動 2庁ホール 

11月01日(水)10：00～ 中央社保協第4回介護・障害者部会 

      13：30～ 中央社保協第4回運営委員会 医労連会館2階＋Web 

  02日(木)12：00～ 社会保障の拡充を求める請願署名 国会提出集会 

第2衆議員会館 多目的室＋YouTube配信 

08日(水)13：30～ 生存権裁判を支える東京連絡会幹事会 5階地評会議室 

09日(木)10：30～ 都生連常任理事会 東部区民会事務所 

11日(土)10：00～ 介護・認知症なんでも電話相談会 5階地評会議室 

  12日(日)13：00～ 日本高齢者大会in東京 学習講座 大正大学1041教室 

  13日(月)10：15～     〃      全体会 文京シビックセンター大ホール 
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  14日(火)14：00～ 都立広尾病院を守る会病院懇談 広尾病院 

  16日(木)11：30～ 健康保険証の存続を求める国会内集会 

第2衆議員会館 多目的室＋YouTube配信 

  16日(木)13：30～ 都生連理事会 東部区民事務所 

  18日(土)15：00～ 生存権裁判を支える東京連絡会街頭宣伝 高幡不動駅 

  20日(月)18：00～ いのちのとりで裁判全国アクション運営委員会 ZOOM 

  21日(火)14：00～ 東京高連常任幹事会 東部区民事務所 

  23日(木)13：00～ 地域医療を守る運動全国交流集会 東京ビックサイト6階会議室 

  24日(金)10：00～ 都民要求大運動実行委員会総括会議 地評会議室 

  30日(木)13：30～ 東京社保協第53期第7回常任幹事会 

15：30～ 人権としての医療介護東京実行委員会 

 

２、中央社保協、加盟団体の取り組み 

（１）中央社保協  

中央社保協第4回運営委員会報告                      資料:1～4 

 

（２）加盟団体・友諠団体の総会・学習会など  

10月27日(金)18：30～ 板橋区労連 マイナ保険証学習会 東京土建板橋支部 窪田 

  28日(土)14：00～ 多摩社保協 マイナ保険証学習会 南多摩教育会館 窪田 

29日(日)10：00～ 都生連第61回大会 赤羽会館4階大ホール 窪田 

11月04日(土)14：00～ こまえ社保協総会 東京土建狛江支部会館 小川 

  08日(水)15：00～ 東京退職者の会連絡会第28回定時総会 ラパスホール 窪田 

  15日(水)18：30～ 江東社保協 マイナ保険証学習会 東京土建江東支部 窪田 

 

（３）事務局・幹事団体  

１）人権としての医療・介護東京実行委員会 ＜今月は会議なし＞ 

①11月30日(木)15：30～ 5階地評会議室 

 

２）介護をよくする東京の会                                             資料:5～6 

①事務局会議 11月 8日(水)10：00～11：00 5階地評会議室 

・10/19秋のナースウェーブ行動、いのちを守る総行動 野音とWebで3,100名参加 

・11/2社保署名国会提出行動 約10万筆提出 

・11/6社会保障審議会介護保険部会で利用料2割と保険料増の論議がされた。 

・ケアマネ確保のために足立区では独自対策。･･･区がケアマネを紹介する窓口開設 

・中野区議会では介護報酬プラス改定を求める請願が採択された。 

・12月4日(月) 12～13時 介護署名国会提出行動 参議員会館 B107会議室 
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②協議事項 

・10/27都民要求大運動実行委員会対都交渉要請を主にさらに対都懇談を実施する。 

・1/21or24大阪社保協の日下部さんを講師に介護学習会を開催する 

・11/11介護・認知症なんでも電話相談会への相談員派遣体制確認。相談員の費用弁済に

ついて確認。 

・12/16日(土)14～15時 サタデー宣伝 上野駅広小路口 

③次回事務局会議 12月13日(水)10時～ 5階地評会議室 

 

３）生存権裁判を支える東京連絡会                                       資料:7～8 

①幹事会 11月8日(水)13時半～ 5階地評会議室 

・隔月宣伝 11月18日(土)15～16時 高幡不動駅。 

  高幡不動駅前に原告と支える会、市議などの支援者37人参加。500個のチラシ入りテ

ィシュはすべて配布。署名31筆。 

・次回宣伝 墨田区内での開催を検討。墨田社保協、墨田区労連、守る会と調整中。 

・次回結審・判決を迎えるにあたって、裁判傍聴参加と署名集約の強化をはかり、加盟団

体などに訪問オルグする。また、東京弁護士会「貧困対策全国キャラバン」の協力も得

ながら、生活保護を「権利」とするための学習集会を計画。 

②協議事項 

・次回口頭弁論第17回 12月12日(火) 12時半～ 東京地裁前宣伝と傍聴行動、報告会 

③次回幹事会 12月18日(月)14：00～ 地下中会議室 

 

４）消費税廃止東京各界連絡会 ＜今月は会議なし＞ 

・大塚駅頭定例宣伝行動 11/21 ６団体15名の参加で署名8筆、チラシテッシュ150個配布 

・署名提出・活動交流集会を開催。 

 手持ちの署名は、27日までに東商連に届けてください。 

 ［と き］11月29日(水)午前10時～12時 

［ところ］衆議院第１議員会館・第４会議室（オンライン併用） 署名29,865筆提出 

・消費税法施行から３５年、全国一斉宣伝行動 

［と き］12月24日(日)13時から宣伝、その後ＪＲ新宿駅一周のパレードを予定。 

［ところ］新宿駅東口・アルタ前 

・新しい「消費税率５％以下への引き下げとインボイス制度の廃止を求める請願」署名に

取り組みます。制度内容を裏面に記載したチラシ付きの署名用紙を作成します。 

①次回事務局団体会議 12月22日(金) 13:45～ 4階自治労連会議室 

宣伝 12月22日(金) 12:00～12:45 大塚駅北口 

 

５）東京高齢期運動連絡会                                              資料:9～10 

①常任幹事会 11月 21日(木)14：00～16：00 東部区民事務所 
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・年末座り込み 12月 11～13日 厚労省前（日比谷公園西幸門前交差点）への激励を 

・11/24広域連合議会の傍聴。東京母親大会への協力。12/12生存権裁判傍聴 

②協議事項 

・11/12～13 第 36回日本高齢者大会 in東京 のべ 3千人超参加 

意見・感想は実行委員会総括会議 12/21までにまとめる 

・2025年 2月開催予定の「東京のつどい」会場は立川で。日程は諸団体と相談する。 

・第 32期総会を 2月 24日(土)13時半～17時に開催 

 総会での議案準備などを開始、役割分担。基本的に加盟団体は常幹の派遣を 

③次回常任幹事会 1月 30日(火)14：00～ 東部区民事務所 

 

６）都民連 ＜今月は会議なし＞ 

①次回世話人会 12月8or11日 13：30～ 5階地評会議室 

 

（４）共闘団体など                 

・東京土建から全建総連「持続可能な建設業の実現に向けた100万人国会請願」署名への

協力要請がありました。                                             資料:11～15 

･･･国会請願署名に二十数年ぶりに取り組む。建設業の賃金水準、労働環境改善の施策を

国で推進して欲しいという内容。全会派の賛同を得たいと思っている。署名期間は来年

の３月に向けて、衆参合計で100万筆が目標。社保協加盟団体で可能なところは、東京

土建から直接お願いに行きたい。 

 

・東京公害患者と家族の会より下記団体署名の要請がありました。 ･･･同意 

 ノーモア・フクシマいわき市民訴訟、ノーモア・ミナマタ第2次熊本訴訟、同新潟訴訟 

資料:16～18 

 

・本田宏先生より都立病院独法化などの取材映像も含めた「公的医療はどこへ行く」のＤ

ＶＤ販売のお知らせがありました。また、10/5開催された日本弁護士連合会人権擁護大

会で、「人権としての『医療へのアクセス』の保障～新自由主義的医療改革から住民の

いのちと医療の現場が大切にされる医療保障改革へ～」での大会宣言・決議の紹介があ

りました。                                            資料:19～21 

･･･わかり易い、内容も本当によいＤＶＤ。全国を取材して、実際の現場の状況もリアル

に解る。 

 

３、会計報告                      綴末資料  

今月の収入について：10月に入って3回目の会費納入の請求書を送付したことから、今

月は4団体から会費の納入をいただきました。これにより、当期会費納入率は金額で

97.9％（残15万6千円）、団体数で90.7％（残7団体）となりました。会計年度末が11月に

迫っているので、未納入団体宛に11月中旬、会計年度最後の会費納入のお願いを郵送しま
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した。その他収入としての東京社保学校資料代（会場参加者44人分）、学習会講師料があ

りました。繰入金含む収入累計は1,291万9,127円、執行率98.2％となりました。 

支出について：今月の特徴的な支出は、東京社保学校の講師料と国保アンケート再郵送

36通分、会費請求郵送11通分などでした。支出累計は728万2,063円、執行率67.5％となり

ました。 

また、総会での予算提案にそって4月からの月次も参考として作成しています。 

 

Ⅱ、協議事項 

１、情勢から 

（１）保険料の13段階化を了承 厚労省介護保険部会 

厚労省の社会保障審議会介護保険部会は６日、給付と負担の見直しを議論した。第１号

保険料標準段階の多段階化の方向性を大筋で了承し、具体的な運用について政府が予算編

成過程で検討するとした。一方、利用者負担の２割対象者の拡大は賛否が分かれており、

議論を続ける。 

保険料標準段階の多段階化は、現行で最も高い第９段階を細分化し第13段階まで設け

る。高所得層の保険料を引き上げつつ、その財源を活用し第１～３段階の低所得者の負担

軽減を図る。すでに低所得者には消費税財源による給付費負担金とは別枠の公費を投入し

保険料負担を軽減している。同省は今回、一層の負担軽減を図る一方で、その別枠公費の

一部を削減し介護職員の処遇改善などに充てることを提案。大筋で了承を得た。 

２割負担の拡大について、被用者保険や経済界の委員が後期高齢者医療並みを求めてい

る。日本医師会など事業者側は、医療と比べ介護サービスの利用が長期に及ぶ傾向を踏ま

え、慎重な意見が多かった。                   （11/13付 国保情報） 

 

（２）全国一律の助成制度を 知事会がこども医療費で 

全国知事会は13日、都内で「全国知事会議」を開いた。所得や地域などに関係なく誰も

が安心して子育てできる環境を整備する必要があるとし、「全国一律の子どもの医療費助

成制度の創設について、国の責任と財源において必要な措置を講じた上で早期に実現」す

るよう求めた提言を採択した。 

また、自治体が地方単独事業で子どもの医療費助成をした場合、国保の国庫負担が減額

調整される措置の廃止について、「国保における他制度に支障を生じさせることなく、早

期に実施すること」などと対応を求めた。 

国保のこどもにかかる均等割軽減の対象年齢拡大や軽減割合の拡充も提言した。 

             （11/20付 国保情報） 

 

（３）国保制度見直し「一本化等の抜本改革を」 特別区長会 

特別区長会は16日、国保制度の見直しに関する提言を武見敬三厚労相に提出した。持続



20231026第6回常任幹事会 

- 6 - 

可能な制度とするため、全ての国民を対象とする医療保険制度の一本化など、抜本的な改

革の実施を強く要望した。 

軽減世帯が６割を超えることに加え、社会保険適用拡大で収入のある被保険者層が減

少、所得水準低下に拍車がかかっていると指摘した。医療が高額化する傾向にあるほか、

感染症の「流行初期医療確保措置」、少子化対策の「支援金制度」による診療費に結びつ

かない負担増の可能性にも懸念を示した。国の政策により負担応力のある被保険者が減

り、保険料負担が増大していく状況で、国保制度が危機に立たされているとの認識を示し

ている。 

提言は、▽財政基盤のさらなる強化と国庫負担割合の引き上げ▽低所得者の負担軽減▽

子どもの保険料均等割軽減の年齢制限（未就学児まで）の撤廃－といった抜本改革までの

対策も求めている。このなかで、決算剰余金を原資とする財政安定化基金について、国庫

を原資に加えた積み増しを要望。流行初期医療確保措置の導入に理解を示したうえで、給

付が伴っていないとし、国保制度と切り離した対策を提言した。  (11/20付 国保情報） 

･･･国保制度と切り離したとは？コロナ等の初期対応については、保険の医療給付と切り

離してやって欲しいという意味。 

･･･提言についての社保協の見解は？提言の上記３点については、同じ。一本化について

は、様々な意見がある。 

･･･国保のパンフもあるが、どのように問題を解決していけばよいかという事が相対的に

は判らない。東京社保協としてはどうしていこうとしているのか？その方針が伝わってい

ないと思う。基本的に現状の仕組みの中では、公費負担を増やす以外にないと考える。そ

れは、自治体が国に出す要望とも一致している。都に対しても公費を出せと要求していく

こと。国や自治体に国保が社会保障という位置づけを明確にさせること。マイナ保険証も

皆保険制度を解体する方向。若い人達は社会保障に期待していない。そういう中で社会保

障をどう伝えたらよいのか？社保協としては、現署名の取り組みなどとともに、学習会な

どで伝えていくしかない。 

 

２、当面の重点課題 

（１）東京社保協独自の取り組みなど 

１）都内医療提供体制の充実を求める                 資料：22～23 

 11/23地域医療を守る運動全国交流集会で都立病院の充実を求める連絡会が、独法化後

の都立病院の現状について報告しました。 

 

２）いよいよ判決へ 新生存権裁判東京                     資料：24～25 

いのちのとりで裁判は、11/30名古屋高裁、12/14那覇地裁、1/15鹿児島地裁、1/24富山

地裁判決が予定され、12/12東京地裁結審で東京の判決日も確定となります。 

名古屋高裁で勝利すれば、政治決着へ向けての勢いが増す情勢となります。判決翌日の

12月1日、12時～、「いのちのとりで裁判早期全面解決を求める緊急集会」が弁護士会館と
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オンライン併用で開催されます。そうした全国の運動の下、東京では年度内判決に向けて

勝利への状況形成をさらに強めていく必要があります。支える東京連絡会では、加盟団体

や全労連、年金者組合へ再度署名の取り組みを要請しました。また、判決に向けて、学習

会・集会開催の検討もしていきます。 

 

①宣伝行動への参加をお願いします 

11/18高幡不動駅宣伝は、37名の参加でした。次回は1月に曳舟駅を予定しています。 

  地域・近隣諸団体の協力もお願いします。 

②結審です！口頭弁論 

当日は、老齢加算廃止もたたかった97歳の原告団長が意見陳述を行う予定です。 

・１２月１２日(火)１３時半開廷 結審 

         １５時半～ 報告会 第2衆議員会館 多目的会議室 

開廷１時間前から地裁前で宣伝行動を行います。報告会は、裁判が長引いた場合は

閉廷40分後から開催します。東京地裁最後ですので、傍聴券発行も予想されますが、

裁判傍聴、報告会、宣伝への最大限の参加をお願いします。 

 ･･･都生連としても傍聴、署名を組織しているところ。老齢加算からの引き続きの裁判

ということでも取り組みを強化している 

③署名の目標達成へ 

到達は31,749筆です。目標残約18,000筆を来年初頭に達成させましょう。 

 

３）自治体への調査や自治体・議会への要請など                        

  自治体や都の要請や分析に活かすため、地域社保協の要請・陳情の取り組みや国保や

介護等に関する自治体、議会論議の特徴を東京社保協にお知らせください。また、様々

な次期計画の案が出され、パブリックコメントが実施されます。ぜひ意見公募の情報を

チェックして、積極的に意見を送付しましょう。 

 ･･･９期介護保険事業計画のパブコメが開始されている自治体もある。足立区は８百余

件のパブコメが寄せられた。公聴会も開かれて数十名が参加したとの事。そうした取

り組みをしていきましょう。 

 

・12/4の都議会厚生委員会で「健康保険証の廃止中止を求めることに関する請願」（東京

社保協）、「現行の健康保険証の存続を求めることに関する請願」（東京実行委員会）が

審議予定です。傍聴をお願いします。 

・11/24 2023年度都民生活要求大運動実行委員会総括会議が開催されました。7/31に14

分野350項目の要求提出。9/29都より文書回答。10/27の要請行動は21組織、65人で延べ

270人が参加。都側も13部局から79人が出席して、101項目の再要請について再回答を求

めました。全予算要望と回答は連絡便で送付予定です。今後は、各分野で個別に交渉等

を行い、それらの結果を来年の都知事選にも反映させていくことになります。来年4月

を目途に2025年度にむけた第1回実行委員会を開催します。       資料：26～32 
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現在、東京社保協として計画・課題としている調査・要請は下記の通りです。地域社保

協や諸団体の協力もお願いしたいと思います。 

①国保関連 

・12月都議会提出予定の「高すぎる国民健康保険料（税）を引き下げ、誰もが安心でき

る国民健康保険制度の実現を求める請願」署名の取り組みをお願いします。 

集約について：第1次集約を１２月４日とします。その後、毎月曜を集約日として

最終集約を１月末（委員会審議日によって変動）予定とします。 

・11/27に第2回東京都国民健康保険運営協議会を傍聴しました。        資料：33～44 

  法定外繰入なしとした仮係数に基づく来年度の一人当たり平均保険料は、191,496

円となり、前年度＋1,064円、＋5.9%の値上げとなります。また、2030年に納付金ベ

ースの統一を明記した第3期運営方針を前提としたものになっています。 

・東京都国民健康保険運営方針の改定案についてのパブリックコメントが11/16～12/15

で実施されています。意見案を参考に、積極的に意見を送付しましょう。 

･･･資料の運協議事録の委員質問も国保の問題点が解ると思います。東京社保協として

も、本日は間に合いませんでしたが、パブコメ記載参考を作成して、メールなどで早

急に加盟団体に送付します。 

・国保アンケートは現在31/62自治体から回答がありました。再度の要請も行っていま

す。未回答の自治体には地域からも回答を働きかけてください。       資料：別冊 

･･･板橋区は留置きが異常に多いが、実態は不明。北区、板橋区は資格証の発行が多

い。その実態解明をすることが必要だと思う。保険料への苦情も、活動の反映か、葛

飾は多い。葛飾では駅頭での署名反応も結構よい。44条や77条減免の適用も自治体に

よって結構ちがっている。国分寺は介護保険制度が出来た時に77条減免を同時に拡充

させた。減免制度も求めていかないと作られない。生活保護も医療費扶助だけを切り

離して適用させるような運動も必要。運動の有無で自治体対応が違う。 

法定減免が4割ということが制度としては問題ではないか？そこだけ言うと基準を

あげろということと連動するので、むしろ法定減免制度がありながら、滞納が2割近

くあることが制度としての問題ということではないか。 

･･･アンケートが集まったら記者発表をやった方がよい。マイナ保険証となると統計も

変わってくるので、そういった意味では貴重なデータとなる。 

 

②東京都後期高齢者医療広域連合及び議会への働きかけ        資料：45～48 

   11/10に「高すぎる保険料の引き下げに関する陳情」を連合と議会へ提出しまし

た。11/24に議会が開催され、陳情は29名中賛成2名の少数で否決されました。保険料

は来年3月頃の次回議会で提案・採決されますが、すでに議員には保険料率の説明が

されており、その内容の一部が議会で報告されました。それによると平均保険料は

113,775円/人と8,932円増（全国平均は86,100円、＋4,100円増）と過去最大の値上げ

ということでした。また、保険料抑制対策として公費投入（現在220億円により5,480

円軽減）の拡大や都の財政安定化基金の投入を検討するとの発言もありました。 
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引き続き東京高連とともに連合との懇談も行う予定です。また、次回議会へ向けて

は、国の動向を見極めながら保険証廃止中止などの請願・陳情を行っていく予定で

す。議会で陳情・請願に賛成する議員を増やすためにも地域社保協は、地元出身議員

とつながりをつくってください。 

 

 ③介護関連 

 ・介護をよくする東京の会は、第９期に向けて学習会を開催します。    資料：49～50 

１月２４日(水)１８時～ 地下中会議室＋Web 

「介護保険 第９期事業計画、制度改悪、報酬改定を縦横に語る」 

講師：日下部 雅喜さん（大阪社保協） 

 ・第９期 介護保険事業計画の課題 学習会 講師：安達智則(東京自治研主任研究員) 

   １２月３日(日)１４時～ 文京区民センター2A会議室 資料代 千円 

 

４）「４の日」宣伝（Since2017年2月～）など 

①東京社保協・中央社保協の共同での「４の日宣伝」 

・11月は23名参加し、署名52筆が寄せられました。 

 次回は12月14日（木）12時～、巣鴨駅前 で開催しますので、ご参加ください。 

②各地域社保協での独自・共同宣伝（再掲） 

9の日宣伝、25日宣伝や消費税宣伝に諸団体と合同しての実施も含めて、地域社保協

として計画してください。中央社保協が各種プラカード案を作成しています。 

 

５）学習会の開催について（再掲） 

・来年度の医療・介護報酬、制度改定を意識して各地域で学習会等の開催を旺盛に進め

てください。地域社保協へは講師料・会場費などへの援助を年間１万円まで/団体を

しますので、積極的に活用してください。 

 

（２）中央社保協の取り組み関連 

１）全国署名など社会保障制度充実                     資料：51～58 

・11/2の「軍事費の拡大ではなく社会保障の拡充を求める請願」署名第1回国会提出行動

には、約40名（会場と＋Web）が参加し、97,690筆の署名を提出しました。請願の紹介

議員は33名の到達で、そのうち6名が会場に駆けつけました。 

・11/23の地域医療を守る運動全国交流集会は、約200名(会場と＋Web)が参加しました。 

・先月連絡便で加盟団体に10部ずつ送付した中央社保協作成の「安心できる国保のため

に」学習パンフレット（1部50円）が好評です。注文用紙にて追加注文してください。 

・第2回国保改善運動学習交流集会 にも参加ください。 

   １２月１７日（日）１０時～ けんせつプラザ東京 

・今こそ、18歳までの医療費無料を国の制度に！シンポジウム 
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 １２月２日（土） １３時半～ Web開催のみ 

・11/11第13回介護・認知症なんでも無料電話相談には、全国で340件（東京会場120件）

の相談が寄せられました。ＮＨＫテレビが首都圏のお昼のニュースで、ＮＨＫラジオで

も放送したことにより、全国で1,040件（東京137件）の電話があり、相談員につながっ

て対話ができたのは全体の32.7%、平均通話時間が18分41秒（東京20分11秒）と介護・

認知症で悩んでいる方が依然として多数いることが明らかになりました。 

都内から発信された電話は261件で、そのうち東京会場とつながったのは、77件でし

た。東京会場は8回線で延べ18人の相談員が対応しました。テレビで放映された途端に8

台の電話がほぼ鳴りっぱなしになり、終了時間まで続きました。 

 ･･･最終まとめが出たら再度報告します。 

・第１回介護署名国会提出行動 

中央社保協から厚労委員の国会議員に紹介議員要請を送付していますので、地元の国会

議員を訪問してさらに紹介議員要請を行ってください。 

   １２月４日（月）１２時～ 参議員会館 B107会議室＋Web 

 

２）マイナンバーカード問題                       資料：59～60 

・11/16「現行の保険証を残してください」請願署名合同国会提出行動には、立憲、共産

の6名の国会議員が会場に駆けつけるとともに、会場とWebで約300名が参加し、署名

292,495筆（8月以降のもの）を提出しました。同趣旨の前回署名とあわせると約103万

筆を提出したことになります。引き続き署名を積み上げるとともに、学習会などを開催

しましょう。 

・国への意見書は、全国で91自治体が提出しています（保団連調査・ホームページに掲

載）。静岡市議会では、9月議会で全会派は一致で意見書が採択されています。 

 

３）改憲阻止、核兵器禁止にむけた取り組み               

・引き続き「憲法改悪を許さない全国署名」「日本政府に核兵器禁止条約への署名・批准

を求める署名」を広げ、諸団体とともに9，25日宣伝に取り組みましょう。 

・第3次新横田基地公害訴訟 第4回口頭弁論日行動                       資料:61～62 

 １２月７日（木）１３時～ 東京地裁立川支部 

 

４）第36回日本高齢者大会 in 東京 ＋Web                     

・11/12～13に行われた大会には延べ3千人、11/13の全体会には1,700人（会場＋Web）が

参加しました。 

・11/12に東京社保協が運営した第10学習講座「マイナンバーカードで国民管理？」に

は、61名、第11学習講座「インボイスとはなにか？私たちの生活にどう影響するか？」

には、50名が参加しました。 
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５）年末の厚労省前座り込み＆国会要請行動                 資料63 

 １２月１１～１３日（水） 日比谷公園西幸門前交差点角 

  集会 １２月１２日（火）１１～１２時 

 短時間でも座り込みにご参加、激励ください。 

 

６）第56回東京母親大会（再掲）                       

・１２月１６日（土）１０～１６時 町田市民ホール 

  全体会記念講演 「憲法・民主主義・くらし」 五野井郁夫 高千穂大学教授 

  なお当日は、第5分科会で東京社保協から窪田事務局長と前沢常任幹事がパネリスト

として参加します。 

 

３、来期からの会計年度変更と暫定予算について  

次期（2024年度、第54期）から会計年度を4～3月としたいと考えています。そのために

は、総会で規約改定の承認を得る事が必要です。従って、暫定予算は、12～3月として、

11月末時点の執行残を繰越金として繰り入れ、3月末締めにしたいと思います（実態とし

て12～3月末の16カ月間の会計期間となる）。その間に経常資金が不足した場合は、財政調

整資金から補填することにします。 

11月は2023年会計年度の最終月次となります。今期決算および12月以降の暫定予算につ

いては、上記考えのもとに、来月の常任理事会で提案・論議いただき、4～5月予定の総会

での正式報告にしていきたいと考えています。 

･･･承認 

 

４、決裁事項 

東京民報賀詞広告（1枠：6.5×3.1㎝）掲載  ５千円  ･･･承認 

 

５、要請事項、その他 

（１）加盟団体・友諠団体の学習会、総会あいさつなど 

12月06日(水)13：30～ 東京都区職員退職者会協議会第22回総会 社会保障学習会 窪田 

  08日(金)14：00～ 練馬社保協 マイナ保険証学習会 窪田 

10日(日)13：35～ 駒込病院を守る会第16回総会 社会保障と医療学習会 窪田 

13日(水)14：30～ 清瀬社保協 社会保障・国保問題学習会 小川 

15日(金)13：00～ 都生連 国保学習会 小川 

15日(金)18：30～ 世田谷社保協 マイナ保険証学習会 窪田 

15日(金)18：30～ 昭島社保協総会 マイナ保険証学習会 小形氏（保険医協会） 

16日(土)10：00～ 東京母親大会 第5分科会 憲法と社会保障 前沢、窪田 

21日(木)18：30～ 町田地区労働組合協議会 社会保障と労働運動学習会 窪田 
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01月24日(水)19：00～ 板橋社保協 医療・介護学習会 板橋グリーンホール  

 

（２）当面の日程 

12月02日(土)13：15～ 福祉国家構想研究会・公開研究会2023 全労連ホール 

13：30～ 18歳までの医療費無料を国の制度にシンポ  YouTube配信 

  04日(月)12：00～ 介護署名提出国会行動 参議員会館 B107会議室＋YouTube配信 

  05日(火)12：00～ 都議会開会日行動 第一庁舎前 

06日(水)10：00～ 中央社保協第5回介護・障害者部会 

      13：30～ 中央社保協第5回運営委員会 全労連会館＋Web 

12日(火)12：30～ 口頭弁論（結審）日行動 東京地裁 

13日(水)10：00～ 介護をよくする東京の会事務局会議 5階地評会議室 

  14日(木)12：00～ ４の日宣伝行動 巣鴨駅前 

  17日(日)10：00～ 第2回国保改善運動学習交流集会 けんせつプラザ東京 

  18日(月)14：00～ 生存権裁判を支える東京連絡会 常任幹事会 地下中会議室 

  19日(火)14：00～ 中央社保協関東甲信ブロック会議 医療労働会館2階 

  28日(木)13：30～ 東京社保協第53期第8回常任幹事会 

15：30～ 人権としての医療介護東京実行委員会（予定） 

 

（３）常任幹事会の日程（定例日：毎月第４木曜日） 

次回 １２月２８日(木) １３：３０～ ５階東京地評会議室とオンライン 


	０、常任幹事交代について
	１、活動報告
	２、中央社保協、加盟団体の取り組み
	（１）中央社保協
	（２）加盟団体・友諠団体の総会・学習会など
	（３）事務局・幹事団体
	１）人権としての医療・介護東京実行委員会　＜今月は会議なし＞
	２）介護をよくする東京の会                                             資料:5～6
	３）生存権裁判を支える東京連絡会                                       資料:7～8
	４）消費税廃止東京各界連絡会　＜今月は会議なし＞
	５）東京高齢期運動連絡会                                              資料:9～10
	６）都民連　＜今月は会議なし＞
	（４）共闘団体など


	３、会計報告　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　 綴末資料
	１、情勢から
	（１）保険料の13段階化を了承 厚労省介護保険部会
	（２）全国一律の助成制度を 知事会がこども医療費で
	（３）国保制度見直し「一本化等の抜本改革を」 特別区長会

	２、当面の重点課題
	（１）東京社保協独自の取り組みなど
	１）都内医療提供体制の充実を求める　　　　　　　　　　　　　　　　　資料：22～23
	２）いよいよ判決へ　新生存権裁判東京　　　　　　　　 　   　　      資料：24～25
	３）自治体への調査や自治体・議会への要請など
	４）「４の日」宣伝（Since2017年2月～）など
	５）学習会の開催について（再掲）
	（２）中央社保協の取り組み関連
	１）全国署名など社会保障制度充実　　　　　　　　　　　　　     　　 資料：51～58
	２）マイナンバーカード問題　　　　　　　　　　　　   　　　　　　　 資料：59～60
	３）改憲阻止、核兵器禁止にむけた取り組み
	４）第36回日本高齢者大会　in　東京　＋Web
	５）年末の厚労省前座り込み＆国会要請行動　　　　　　　　　　　　　　　　　資料63
	６）第56回東京母親大会（再掲）

	３、来期からの会計年度変更と暫定予算について
	４、決裁事項
	５、要請事項、その他
	（１）加盟団体・友諠団体の学習会、総会あいさつなど
	（２）当面の日程
	（３）常任幹事会の日程（定例日：毎月第４木曜日）


